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静岡地学第 43号(1981 ) 

小学校におけ 地 の の 日英

一第4学年「流れ らさ J

水睦

I まじめに

には、 「生物、天気、川、地層などについての指導に当たっては、野外に出かけ、地域の自

然に触れさせることを重視するとともに、自然の保護に関心をもたせる必要があるJ(小学校指

理科編P111 )とか、 「児童が野外で直接観察できる場所を選び、それぞれの地域に応じた指導を工

夫するようにするJ(向P108) と書かれている O

しかし、現場においては、適切な観察地に恵まれず、 のさし絵や、視聴覚教材による資料学

習に終わってしまう場合が多し、。私は、本単元を扱うのに、 a.資料による学習 b .モデル実験を

とり入れた学習 c .野外観察をとり入れた学習、等を経験しているが、いくら綿密な教材研究をし

た aや bの でも、 Cの にはかなわないことを痛感した O

II r流れる水のはたらさ Jを扱うにあたって
(1) 指導要領での学習の

雨水が地面を流れる様子及び)11原やJll滞の様子を調べ、流れる水のはたらきを理解させる O

ア 雨水及びJllの水の流れは、土地を削ったり、石、土などを流したり、積もらせたりすること O

イ 川原や川岸の様子は、JlIの水の流れの速さや によって変わること O

(2) 教材について

上記の目標を達成させるには、視聴覚教材を活用したれそデノレ実験を行うことによっても可能で

あろう O しかし、それは知識のよでの理解であり、岳然の事物@現象を真にとらえたことにはならな

いであろう O ましてや、 6年で学ぶ(地層Jの形成まで推論させるのは無理ではないかと考える O

習の対象がJ11である以上、やはり、)11へ行って水の流れやまわりの様子を観察させたい。その様な経

験をさせることによって、自然への興味@関心も大きく育つのではなし1かと考える O

(3) 指導計画

教科書(大日本図書〉の例(10時間扱い〉

第 I次 雨水の流れとはたらさ

雨水の流れと地面のようす (2時間)

私のプラン
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雨あがりの地面のようす(1時間〉

第 8時

関あがりの地面のようすを観察し、流れたり、たまっ

たりしたあとを見る。

雨水のはたらきをまとめる。

第五次 }I!のはたらき

(4) 

流れの速さとJI!底のようす (2時間〉

第 5時

流れの速さの違うところで、JI!底のようすを見る。

流れの速いところのJI!底は石が多い。流れの遅いとこ

ろの川底は小石や砂が多い。(現地学習)

流れの速さと押し流す力(1時間)

第 8時

流れの速さが違うと、石や品、そ流す力も違うだろうか。

板の上に、小石、砂、土をのせて流れにしずめてみる。

(現地学習〉

川療のでき方 (2時間〉

第 8時

〈モデル実験を行う。)

土と砂を捜ぜてゆるい傾斜をつくり、 7.1<震を変化させ

て流れる水のはたらさを調べる。

実験結果のまとめは時開)

上・中・下流のようすと流水のはたらさ(1時間〉

の扱いの

第 3-7時

天竜)I!での現地学習

(1) 下流の撮子

o JII口付近(パスの中から観察する。)

o ]II}東のようすく石の大きさ、形、種類)

O 流れのようす(JIIはば、流れの速さ〉

O まわりのようす(景色〉

o JII原の石と水の中の石とを比較する。

(2) 中流の様子

下流での内容に加えて

O 流れが曲がっているところの川原や対岸が削られ

ている諜子を観察する。

O 流れに木切れを落として、流速を調べ、前記のこ

とと関連づけて考えさせる。

(3) 上流の犠子

O 下流、中流で調べたことに対応させ、わかったこ

とを記録する。

O 十の山に雨が誇ったあとを観察させたに雨水が地屈を流れるようすを させたりする 徴

視的な見方で自然、のスケールの大きさをとらえさせることはできない。

O 誠益..5 .. 6特に現地学習をとり入れているがも長いJilのーか所だけで であり、)1[ を
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とらえさせることは困難である O

O モデノレ実験から、実際のJII原のでき方を推論させているが、小学 4 の段階では無理ではない

だろうか O

(5) 実践

これは昭和 53年度、浜北市立新原小学校で4年を

トや、まとめた資料を保存しておらず、計測した

していたときの実践記録であり、押震のノ

タ一等を載せられなかったことをお断りする O

図1 観察地点

-6-

五筑



場所 反省 考察A込ゐ
ザー 活 動翠

大』一一小
包
尽
ふ
t
J

書科
た
教

つ
、
，
刀

が

な

た

出
つ

は

と

の

を

も
形

の
の

外
以

表

項

発

事
↓

察

習

観

学

る
人

い
個

て
れ

0
 

醤'
h
a
 

J
ノをル」

。

す

た

る

出

み

す

き

て

観

番

ぺ

概

に

謂

を

ト

で

体

一

と

全

ノ

こ

元

を

い

単

と

な

で

こ

に

〕

蓄

る

蓄

時

科

べ

科

l

教

語

教

第

く

r

L

0

0

0

 

学

〔第2時〕

o N託K教育テレビ、理科教室4年生 fJflの水のはた I0 教科警にない謂べ方が紹介されており、子供達の調

らきJ (昭和 52年に録覇〉を視聴させ、新たな視点 i 野をj玄めるのに役立った。

を与える O

校 IC第 g時〕

野外観察の事前指導

O 各地点における観察事項を一覧表にまとめる。

O 計測や採集に必要な物を準繍する。

o B程、持ち物、蝦装、注意事項等を話す

O 調べることを各クツレープに割り譲り、時間の余裕が

あれば、位のことも調べるよう指示しておく。

〔第4""8時〕
JII 
o )11口のまわりの縁子を観察する O

口 i
o }II淳 ()II壊はない〉のようすを観察する。

付

近
o 7.kの流れるようすを観察する。

(スケッチ、あるいは文で表現させる。〉

O 下車する適当な場所がないので、車中で観察させた。

全景を見させるには、位置が高く見通しがきいてよか

っfニ。

O 全体のようす(}fI館、 }II原の広さ、まわりのようす I0 時間的な制約があり、全員にこれらのことを調べさ

下

流

等〉をスケッチする。

o 7.kの流れる速さを調べる o (板切れを流してみる。)

o }II漂の五と、水の中の石とで違いがあるか調べる。

o 15の大きさの平均を出す。 (1mの誼線上にかかっ

せることはできなかったが、やはり、全員が経験でき

るよう記躍すべきであると患った。

O 流速の測定は、小4の段賠では距離や時間まで考え

なくても、目翻でいいのではないか。

の

}II 

原 i たおの長窪と短径を記録しておく。

O 上の計測に使った石を学校へ持ちかえる。

O 全体のようすを観測する。(まわりは山がせまって I0 パスから障りて水ぎわまでJIl原を歩かせたが、もう

中

流

いる。 }IIはばもせまいこと等に気づかせる。)

o }II原の石と水の中お石の違いを謁ぺる。

O 石の大きさを拠る。 く下流と開じ方法)

O 曲がっている内鰐と外舗の違いを調べる。

O 薮切れを流し、流速を調べる。(カーブの内部と外

簡の違いに重点をおく。)

この特に下流との違いにかなり気づいているようだっ

fこ。

O ここでは若の大ささや流速を下流と比較するだけで

なく、7.kの削るはたらさ、選ぶはたらさ、績もらせる

はたらきが現実に行われている場である、という見方

で観察させた。

O 較に大小いろいろ

れる水の;立たらさを諮ぺる。

71<にしずめ、流I0 途中
ふ~
て)Ic...。

時間がま しくな

の

川

原

ア



O 全体のようすを観察する。(高い山、急傾斜、 JIIは O ここは相さきな急流で、 J11原へおりての観察は危険で
上
ばが狭い。) あるので、上の道路を歩いて観察させた。

流

f¥ O 石の大きさ、形を自測で測りスケッチしておく。 O 水がゴーゴーと音を立てて流れるようす、 5m以上
自

倉 O 71<の流れる様子を文で表現させる。 もある大きな石、角がとがっているごつごつした石…

JII 
…下におりなくても、ひと自で下流や中流とは違う

¥}ノ

ことがわかった。

〔第 9時〕

O 採集してきた物(砂や石〉を下流と中流に分け、特 O 上流での採集物はないが、現場を見た印象が強く残

教 徴を見い出させる。 っており、下流や中流との違いは的確にとらえていた。

O 石の大きさの平均値を算出し、比較する。 O 現地では瑳別に諦べるように裂りふったので、ここ

{ (長径十短窪)-:-2}+{ } ←…・・ { での一斉学習が重要である。

計測した石の個数

O 形……見た感じでとらえさせる O

室 O 種類…生やつぶのあるはなし、大きさで大まかに分

類する。名前は、チャート、花こう岩、砂岩程震にと

どめる。

〔第 10時〕 O 自分が気がつかなかったことでも、他人のメモから

O 前時の学習でわかったことと、観察メモとを斑別に 気づくことができた。

模造紙にまとめる。

〔第 11時〕

O 現でまとめたことを発表する。 O この時には写真もでき上がっており、野外学習を思

いうかべながら、単元全体のまとめをすることができ

た。

(6) 学習を終えて

このように現地学習をとり入れることによって、子供の興味、関心をより大きいものとし、子供も

教師も生き生きと学習できるのであるが、 にはいろいろな樫があって連つい安易な方向へ流れて

しまうものである O 例えば、次のような問題である O

① 他の職員の理解

「今まで、こんなことはやっていないのに、今年だけやるのは問題だ。来年、 もこのような

指導ができる人が 4年をもっとは限らない。年によってやったりやらなかったりではまずいd等の

克にどう対処するか。

② 経費の問題

貸切バスを使わざるを得ないのであるが、最近は学級費や学年費の運用についてやかましく、なか

なか自由に使えな.い。
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③給食

センタ一方式のため、こちらの都合に合わせてもらえない。

④ 観察地とパスとの関保

能率をあげるために、できるだけ観察地の近くまで行ってもらいたいのであるが、道路事情や方向

転換の場所等で、思うようにはならない。

⑤ 天候や)11の状態を考えなくてはいけないので、計画を立てにく1，.'10

これらの問題に対して、かなり強引にやってしまった語もあるがもこの学習を通じて、教師も児童

も大きな収獲があり、ゃっただけのことはあったと満足している O

2 中流。カーブの内袈IjのJII療をき参く
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